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　本懇談会の冒頭、
（一財）省エネルギー
センター 人材育成事
業部 専門職 鈴木伸
隆 様より、「省エネ
法改正とビジネスと
の接点整理」をテー
マとして、約₁時間
半に渡り、講演をし

て頂いた。続けて、懇談会に移り、全体会議第
₁部では、はじめに当工組小林理事長より出席
者へのお礼が述べられたのち、「素晴らしい講
師をお招きして、その講演を聞いて、なるほど
と感心されられることが多くあった。技術だけ
ではなく、人文学や社会学とかが大事な部分で
あるということが分かった。素晴らしいビジネ
スチャンスにありな
がら、それが我々の
ものにならないとい
う事は、そのあたり
に原因があるのでは
な い か と 思 う。 一
般 の 方 に 快 適 な 生
活 を 送 っ て 頂 く に
は、 我 々 の 情 報 提

供が大事かという事、確かに難しい部分がある
が、私も含めて自分自身がアクションを起こし
て、お客様に総合的に話をしながらやっていく
という事が大事だと分かった。　講演のお話を
参考にして、皆様方に、我々製・販・工がどの
ような形で、ひとつの物に向かっていくかとい
う事を色々意見出して頂いて議論していただけ
れば、ありがたいと思っている。短い時間です
が、有意義な分科会になるよう、皆様にお願い
して、開会の挨拶とさせて頂きます。」と開会
挨拶が行われた。
　続いて、電工組兼古経営企画推進委員長よ
り出席者へのお礼が述べられたのち、「これま
で製・販・工懇談会を開催してきた中におい
て、流通の問題など色々な事を討論してきまし
た。しかし、根底には、全日電工連が提案して

　₃月₄日、経営企画推進委員会（兼古清委員長）事業の一環として、「製・販・工懇
談会」がホテルイタリア軒において開催された。
　今年度は当工組から三役・技術委員長・経営企画推進委員・各支部経営委員長・事務
局の25名、新潟県電設資材卸業協同組合から川上理事長をはじめ₉名、電気機器メー
カー₃社から₇名の計41名が出席した。

平成26年度「製・販・工懇談会」を開催
（一財）省エネルギーセンター��人材育成事業部��専門職��鈴木伸隆��様
をお迎えし特別講演会を開催／『省エネ法改正によるビッグビジネス
チャンス』をテーマに３つの分科会でグループディスカッション

全体会議１部鈴木講師特別講演会

小林理事長挨拶
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いる提案型技術営業があると認識している。そ
のために、製・販の方からは、「新製品・省エネ
商品が発売されるのでこんなことをしてみたら
どうか」という提案も色々頂いた。今迄検討し
た中に於いて、それを手掛けるには、お客様が
喜ぶ事、ためになる事を提案していこうという
事、そのきっかけには優遇税制・補助金が今日
の省エネと繋がっていることはご承知の通りで
す。これから始まる分科会においても根底には
製・販・工が一緒に提案型技術営業をやっていこ
うという事は間違いありません。これからの分
科会益々盛り上がっていきたいと思います。そ
んな願いも込めて趣旨説明に代えさせて頂きま
す。」と趣旨説明が行われた。

　全体会議第１部終了ののち、₃つの分科会
（A・B・C）にわかれ、各団体から₁名ずつ選出
された座長を中心に、少人数でグループディス
カッションが行われた。

　分科会Aは、「電力小売市場自由化をチャン
スと捉え製販工で提案型営業の実践を！！」、分
科会Bは、「ビッグビジネスチャンスに繋げる提
案を」、分科会Cは、「新しいビジネスチャンス」
をテーマとし、忌憚ない意見交換が行われた。
　各分科会終了ののち全体会議第₂部に移り、
各座長から分科会の討議内容の発表が行われ、
引き続き、製・販・工が一致団結協力し、今回
討議された諸課題・諸問題に連携を図りながら
取り組んでいくことを確認した。
　最後に、卸組合川上理事長より、「この製・工・
販懇談会も₇回目だと聞いている。昨日、送配
電分離について閣議決定され、非常にタイム
リーな懇談会であったと思っている。又毎回兼
古委員長とお話が出来る事を楽しみに来ていた
が、今回は所属の分科会が違い、貴重なご意見
を頂戴する事が出来なかった。次回は是非同じ
分科会でお願いしたい。」と挨拶が行われ、平
成26年度「製・販・工懇談会」は終了した。

兼古委員長趣旨説明

分 科 会 Ａ

分 科 会 Ｃ

分 科 会 Ｂ
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　平成27年₂月₄日（水）、「ANAクラウンプ
ラザホテル新潟」において、関係者91名が参加
し開催されました。
　₁部は安全大会、₂部は講話で構成され、そ
の後に懇親会が行われました。
　₁部は、インストラクター専門部会を代表し
て₅名の方による、大会旗入場でスタートしま
した。続いて、村田部会長の発声により、大会
スローガン「安全意識は命綱　しっかり締めて　
目指そうゼロ災」を参加者全員で唱和しました。

　荻荘引込線事業委
員長から「開会宣言」、
小林理事長から「開会
挨拶」を頂き、ご来賓
の方を代表して、東北
電力㈱新潟支店　副支
店長　お客さま本部長
　矢作　一廣様より祝
辞を賜りました。

　事例発表として、新発田支部の㈱ライフ・シ
バタと柏崎支部の柏崎協電㈱より、日々の安全
活動について発表を行って頂きました。

第 ３ 回 安 全 大 会 を 開 催
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　今年度、当工組技術委員会において、「安全
衛生カレンダー」作成にあたり募集を行った安
全衛生標語に関して、最優秀作品₁点と優秀作
品₂点の作品披露と最優秀賞・優秀賞の授与を
執り行いました。
　最後に、参加者代表として、引込線会社連絡
協議会の山本会長が安全宣言を読み上げ、小林
理事長に手渡して、₁部を終了いたしました。

　₂部の講話は、日本文理高等学校野球部監督
の大井道夫様より、「為せば成る」という演題
で、ご講演を頂きました。
　監督就任した時からの苦労話、常に感謝の気

持ちを持つ事、技術を磨くことより人間形成を
行う事を大切にしているなど、大井様のこれま
での経験を、時折笑いもまじえながらお話を頂
き、みなさん夢中になって監督のお話に聞き
入っていました。  　　 
　最後に、横田副理事長の「閉会挨拶」で、安
全大会を閉会しました。
　今回、開催にあたりご協力を頂きました、イ
ンストラクター専門部会の皆様方、並びに発表い
ただいた皆様方、大変ありがとうございました。
　ご参加頂きました皆様方、大変ありがとうご
ざいました。
　今後とも日々の安全作業よろしくお願いいた
します。
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　懇談会は、小林理事長・大岩会長の挨拶に始

まり、本山総務委員長より当工組を取り巻く課

題等として、「若手入職者確保のための環境改

善」を図るため「公共工事設計労務単価の更な

る改善」・「高等学校・訓練機関での電気系教育

の充実」、並びに「電気工事関係の資格の整理

及び整備」について説明が行われた後、佐藤顧

問、塚田顧問、並びに高倉相談役より当工組の

これらの課題に対する考え方や対応等、並びに

国政・県政の現況等についてそれぞれご報告い

ただきました。

　その後質疑応答に移り、前述の電気系教育の

充実、並びに太陽光発電等について、議員協議

会・県本部から顧問・相談役に質問があり、活

発な意見交換が行われました。

　3月 28 日、ANAクラウンプラザホテル新潟において、平成 26 年度の「市町村議会議員協

議会と三役・総務委員会との懇談会」が開催されました。

　本懇談会は、当工組組合員関係者の市町村議会議員で構成する新潟県電気工事工業組合市

町村議会議員協議会との連携を図るために、総務委員会事業の政治活動の一環として開催さ

れるもので、当日は、当工組政治連盟顧問佐藤信秋参議院議員、同顧問塚田一郎参議院議員、

並びに同相談役高倉栄県議会議員にご臨席を賜り、市町村議会議員協議会より大岩会長はじ

め 3名、県本部より小林理事長はじめ三役・総務委員・事務局 13 名、他 1名の合計 20 名が出

席して、懇談会は行われました。

顧問・相談役 県本部からの質疑

市町村議会議員協議会

　平成21年度　市町村議会議員協議会と三役・

� 総務委員会との懇談会を開催　　

　平成26年度　市町村議会議員協議会と三役・

� 総務委員会との懇談会を開催　　
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新潟県内初開催！ 目指せ明日の電気エンジニア
技術者確保・育成対策　柏崎工業高校にて交流事業開催

　去る₂月26日（木）、県工組総務委員会と青
年部共催で新潟県立柏崎工業高校の電気系コー
スの学生を対象に、業界の理解促進などを目的
とした交流事業を開催しました。
　昨今の少子高齢化による人材不足や、技能継
承が大きな課題であり、若手入職者の確保が急
務となっている一方、当業界は社会インフラの
整備を担う重要な職務にも関わらず、仕事の内
容や役割が外部から見えにくいという側面を
持っています。電気系コースを履修する学生の
皆さんに、地元企業への就業を念頭に、就職活
動の一助としてとしていただけるよう、この度、
新潟県立柏崎工業高校様のご協力により、来春
卒業を予定する電気エネルギーコースの₂年生
34名を対象として、座学、実技、意見交換の₃
部構成で実施しました。

内　容（各50分）
第₁限　座学　電気工事業の説明など
第₂限　 実技講習　仮設現場を教室内に設置し

施工実演
第₃限　 意見交換会　電気工事組合青年部と生

徒の意見交換会（₃グループ）
　テーマ₁　 国家資格試験　第₁種電気工事士

　及び　第₂種電気工事士
　テーマ₂　電気工事の仕事に関して

 
　第₂限の実技講習では、実際の工事風景を目
の当たりにし、食い入るように見つめる生徒が
印象的でした。意見交換会では、電気工事士資
格についての質問や電気工事士の仕事内容など
について、生徒から様々な質問が出され、熱気
に溢れた50分となりました。
　生徒からは、「電気工事をしている姿が半端な
くカッコ良かったです。」「現場に出でいる人な
らではの貴重な話をたくさん聞くことができて
良かったです。」といった感想が聞かれました。
　来年度以降も更に拡大・継続して実施するこ
とを計画しています。

座　　　学

実 技 講 習

意 見 交 換 会
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　平成26年11月29日に東京・両国国技館にて開

催されました「第₁回電気工事技能競技全国大

会」（全日本電気工事業工業組合連合会主催）

に、東北ブロック・新潟県工組代表としてご出

場されました高野勝治選手（第一電設工業㈱・

新潟支部）に、当工組より感謝状が贈呈されま

した。 

　感謝状贈呈式は、去る平成27年₁月14日開催

の当工組新潟支部新年会の席上において執り行

われ、当工組小林功理事長より高野勝治選手に

感謝状と記念品が贈呈されました。

第１回電気工事技能競技全国大会
高野勝治選手に感謝状を贈呈

高野勝治選手（第一電設工業㈱・新潟支部） 感謝状贈呈式



平成27年₄月� 第200号県　電　だ　よ　り

8

　経営企画推進委員会（兼古清委員長）は、₃
月23日（月）に東京（江東区亀戸）にて、小林
理事長、並びに兼古委員長はじめ経営企画推進
委員、事務局の計₉名参加のもと、「ES LABO
東京」HEMS視察研修を開催しました。
　今回視察研修を行った「ES LABO東京」は、

パナソニック㈱の
研修施設で、太陽
光発電に関する研
修も行われるなど、
同社製品の研修を
行うことを目的に
作られた施設にな
ります。
　今回の研修は、
これから急速に普
及 が 見 込 まれ る
HEMSの研修を中
心に、太陽光発電

システム・エコキュート・IHクッキングヒーター設備等
の施設内の見学、蓄電池システムの研修も含めて、
約₄時間に渡り研修を行いました。
　本研修では、HEMS機器の施工の研修もあり、
参加者は、パナソニック㈱ES社担当者様の指導
のもと、試行錯誤しながらHEMS機器の設定を

行うなど、熱心に研修を行っていました。 
　エコ・省エネに対する関心が急速に高まって
いる中、経営企画推進委員会ではエコ研究部会
を中心に、省エネ・蓄エネ・創エネに関する最
新動向、新技術等についてこれからも調査・研
究を進めていく予定です。

「ES LABO東京」HEMS視察研修を開催

 「ES LABO東京」研修施設

集 合 写 真

座 学 研 修

HEMS施工研修①

HEMS施工研修②



平成27年₄月� 第200号県　電　だ　よ　り

9

　平成23年₂月に指導者育成を目的に「インス

トラクターのための危険予知訓練」を中央労働

災害防止協会の取違講師にお願いしたこと、ま

た平成24年₉月には、第₁回安全大会の記念講

演で「安全先取りの職場風土づくりを目指して

　～誤りは人の常　安全は組織の知恵～」とい

うタイトルでご講演を頂いたご縁で、今回特別

報告という形で発表の場を与えて頂きました。

　中央労働災害防止協会は、皆さんご存知の通

り、労働災害防止団体法に基づき、昭和39年に

設立された団体であり、厚生労働省所管の認可

法人から、平成12年₆月19日に特別民間法人と

なった組織であります。今回の大会名が示す通

り、全国の産業界における安全衛生活動を推進

する国レベルの団体となります。また、皆さん

になじみの深い建災防は、建設業に特化した労

働災害防止団体で正式名称は、建設業労働災害

防止協会となります。

　県工組から担当役員の横田副理事長、引込線

事業委員会の荻荘委員長と三母副委員長、並び

にインストラクター専門部会の村田部会長と久

保田副部会長、引込線事業部の服部次長が参加

しました。

全国産業安全衛生大会プログラム

【大会１日目 （平成26年10月22日㈬）】

第₁部　会場　広島県立総合体育館

　　　　　　　（広島グリーンアリーナ）

開場　アトラクション「八岐大蛇」神

楽　開会式　表彰式　大会宣言　指差

し唱和

第₂部　講演　厚生労働省労働基準局

　今年で73回目を迎える全国産業安全衛生大会は、約8,500名の参加者を得て、10月22
日（水）から24日（金）までの₃日間、広島市で開催されました。この中で新潟県電
気工事工業組合のゼロ災活動が紹介されました。これは、組合員がおこなう引込線工
事の安全と技能向上のために、引込線事業委員会のインストラクター専門部会が中心
となって、事業展開をおこなってきたゼロ災活動を軸とした活動発表となります。

第73回 全国産業安全衛生大会 2014
主催 中央労働災害防止協会

～安全と健康を守るこれからの人づくり～�in�広島（10月22日～24日）

特別報告で新潟県電気工事工業組合のゼロ災活動が紹介される
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　　　　特別講演　元マラソンランナー有森 裕子

　　　　　　　　 「よろこびを力に…　

　　　　　　　　　～諦めない心の育て方～」

【大会2・3日目 （平成26年10月23日㈭・24日㈮）】

　₉つの分科会の中の「ゼロ災分科会」におい

て特別報告をおこないました。

テーマ：「組合のゼロ災活動 Back to the Basic」

発表者：引込線事業委員会　

　　　　引込線事業部　次長　服部　芳和

内　容： 組合員各社、個々の家族を大切にし、

人を大切にすることを理念とし、組合

員がおこなう引込線工事における安全

の確保と、技能向上を図るため、各種

活動を行いました。各支部より指導員

（インストラクター）の選出をおこなっ

たこと並びにその指導者のための教育

推進、標準作業マニュアル・リニューア

ル版の発刊をおこないました。このよ

うに教育体制が整った環境の中で、本

部が主催する引込線訓練のカリキュラ

ムなどの再検討がおこなわれ、危険予

知訓練と昇降柱訓練が個別開催される

ことになり、より充実した教育・訓練環

境が整ってきました。このような組合

の取り組みとゼロ災活動を組合の“力”

に高め、安全と健康の先取りを実現す

る方向性を示した発表となりました。
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　雪国小千谷に春を呼ぶ「第39回おぢや風船一

揆」が、₂月28日・₃月₁日の₂日間、開催さ

れました。

　メイン行事の競技フライト（西中会場）には、

東京や大阪など、県内外から35チームが参加し、

優雅な空の競技を披露しました。

市などでつくる実行委員会が主催し、今年で39

回目の開催となりました。荒天や少雪で中止に

なる年もありましたが、今年は天気にも恵まれ、

絶好のコンディションとなりました。

　さて、「おぢや風船一揆」について調べてみ

ました。

今から39年前の昭和51年、柏崎市の熱気球クラ

ブの気球が、風に乗って偶然小千谷市の小栗田

原に不時着！！

その時、「小千谷市には、こんなにも美しく広

大な原っぱがあったのか!！」と、熱気球クラ

ブの方が感動。これがきっかけとなり、翌年の

昭和52年に、初めて雪の上で₇機の熱気球を飛

ばすことに成功したそうです。

「おぢや風船一揆」の「一揆」というネーミン

グにはこんな由来があって、沢山の熱気球が一

斉に飛び立つ様子が、農民が団結した「一揆」

のように見えたことから名づけられたそうです。

そこで、熱気球クラブの方がもっと大きなイベ

ントにできないかと、小千谷市に相談し、今の

スタイルになっていきました。

　雪原で行われる熱気球イベントは全国でも珍

しいということもあって、会場には一眼レフを

抱えたたくさんの写真愛好家や、県外からの観

光バスも来ており、雪国小千谷のイベントが県

内外にも広く知られている事を実感しました。

同市の平沢会場では、熱気球の試乗体験や、地

元の方たちが出店するうまいもの広場もあり、

たくさんの親子連れでにぎわっていました。

「おぢや風船一揆」は、毎年この時期に開催さ

れています。皆さまも機会がありましたら、純

白の雪原をカラフルな熱気球が彩る様を観に来

ませんか。

大空をはばたく熱気球

準備完了の熱気球

小 千 谷 支 部

おぢや風船一揆：真っ白な雪原に色鮮やかな熱気球
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　柏崎には海だけではなく山と合わせた四季
折々の景色があり、今回は冬の観光地区を紹介
させていただきます。
　柏崎市高柳町はじょんのび村と称して、温
泉、貸別荘、子供自然王国、キャンプ場、かや
ぶきの里など、山を満喫できるいろいろな施設
があります。
海岸沿いとは違い雪が多く降る地区で、₃月初
旬現在、高柳町のスキー場では₂ｍの積雪があ
ります。
　その中で、「辛い雪国の生活の中で、雪を楽
しもう」と始まった高柳町の雪祭りが（雪まつ
り名）、「YOU（あなたも）・悠（のんびり）・遊

（楽しもう）」です。
前夜祭と本祭の₂日間にわたり開催され、夜空
を染める打ち上げ花火が開始の合図。巨大餅つ
きやアンパンマンショー、よさこいなどの雪上
パフォーマンス、おいしいのれん街（屋台）な
ど、柏崎PRキャラクターえちゴンも登場して
食べて遊んで、じょんのびの里を満喫できるイ
ベントです。 
　今年は高柳雪まつり “Y

ユ ウ

OU・悠
ユウ

・遊
ユウ

” 
2015年₂月21日（土）
　［前夜祭］午後₅時～午後₈時30分
2015年₂月22日（日）
　［本　祭］午前10時～午後₃時

　の日程で行われました。
前夜祭では、会場周辺をかがり火、イルミネー
ションで飾り、和紙で作った熱気球上げも行い
ました。
子供からお年寄りまで楽しめるイベントで、十
日町や六日町の雪まつりのような有名で大規模
ではありませんが、柏崎市内ではこのイベント
が定着し楽しみにしている子供たちがたくさん
います。
雪上でのいろんな催し物が、子供たちにはうけ
ています。
この会場に隣接されている施設には、唯一柏崎
市内にあるスキー場高柳ガルルスキー場があ
り、ここも賑わいます。
ちびっ子の楽しそうな声が、寒さを忘れさせて
いました。( ^)o(^ )

巨大餅つき　
見学者も餅つき参加できます 天候に恵まれた「おいしいのれん街」

前夜祭　開始の打ち上げ花火

柏 崎 支 部

柏崎の冬を彩る雪まつり



平成27年₄月� 第200号県　電　だ　よ　り

13

　新潟県電気工事工業組合青年部と新潟県中小
企業団体中央会共催による平成26年度「青年部経
営セミナー」が₂月₃日（火）燕三条ワシントンホテル
にて開催され、当工組青年部30名、新潟県作業工
具協同組合志伝会他15名の計45名が出席しました。
　経営セミナーでは品田会長挨拶、片桐経営・
技術委員長による開催趣旨説明・講師紹介のの
ち、「業界の悩みを“笑い”で解決する方法」
と題して、新潟お笑い集団NAMARA　代表　
江口　歩様をお迎えしご講演いただきました。

　また、昨年に引き続き新潟県作業工具協同組
合志伝会様との意見交換会を開催しました。セ
ミナーで講師をしていただいた江口様にも参加
していただきました。
　作業工具協同組合志伝会様の皆様が持参され
たドライバーやニッパーなどの工具を囲みなが
ら、開発側の話、使用側の要望など、様々な意
見が交わされました。その後、懇親会も行われ、
盛会の後に「平成26年度経営セミナー」及び
「作業工具意見交換会」は終了いたしました。

　県青年部（品田史夫会長）は、₃月13日電気
工事会館において新年理事会を開催し、県青年
部理事・監事・顧問・オブザーバー26名、事務
局１名の計27名が出席しました。
　品田会長挨拶ののち、議長に近藤　弾氏（長
岡支部）を選出し、下記議案について審議を行
いました。

〔議　案〕
第１号議案　平成26年度事業報告（案）について
第₂号議案　平成26年度収支見通しについて
第₃号議案　平成27年度事業計画（案）並びに
　　　　　　収支予算（案）について
第₄号議案　平成27年度親会役員改選に対する
　　　　　　県青年部の対応について
　以上議案は全て承認され、続いて報告・連絡等
が行われ平成26年度新年理事会は閉会しました。

県 青 年 部

青年部経営セミナー＆作業工具意見交換会を開催！

平成26年度新年理事会を開催
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三条支部青年部

今年度を振り返って

　もう少しで26年度が終わろうとしています。

そして、私の会長としての仕事も終わろうとし

ています。この₂年の間、部員のみんなに助け

られて無事、会長としての仕事、いろいろな事

業をやり遂げることができました。これまで支

えてくれた部員の皆様には、大変感謝しており

ます。今年度12月初めには、私の地元、田上町

にて恒例の独居老人宅の器具清掃、漏電調査を

するボランティア活動を行い、大変喜んでいた

だきました。₁月、研修旅行として、宮城県の

女川原発を見学させていただきました。厳重な

警備の中、施設内をバスで移動し、防潮堤のか

さ上げ工事の様子や、電源車による電源確保策

の様子、代替海水ポンプの送水車の配備の様子

などを見せていただきました。そして、原発再

稼働の日を迎えるために、安全性向上のために

日々努力していることを、教えていただきまし

た。来年度も、私たち青年部員の意識の向上、

技術の研鑽のため、いろいろな事業に取り組ん

でいこうと思います。
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　景気も上向きなのかどうなのか、皆様日々お

忙しいこととお喜び申し上げます。

　さて、わが燕支部では会員の親睦を深める意

味で₂年に１回、研修旅行を行っております。

先年度はその旅行の年だったので行ってまいり

ました。

　行き先は、世界遺産に登録されたということ

もあり富士山方面に行ってまいりました。

　内容は、まず初日に富士スピードウェイにて

カートレースの開催、これは本格的です！

　まず、練習フリー走行10分間・予選タイムア

タック₅分間・決勝レース10分間になっていま

す。地べたを這う様な車高なので、体感スピー

ドはかなりのものでしたよ。本気を出しすぎて

スピンしたり、みんなガチンコでアタックして

ました。翌日には腕がパンパンでした。（当然

パワステではなく、ステアリングギア比はほぼ

１：１なんじゃねーの？って感じなので）

　次に、富士樹海のガイドツアー。これは青木

が原樹海をガイドさんに案内してもらうという

もの。青木が原樹海と蝙蝠穴をトレッキングし

て案内してもらいました。今までわからなかっ

た樹海の誕生や構成を知ることができ、大変楽

しかったですよ。

　他には、忍野八海に行きました。水がすっご

くきれいでした。池の中に携帯が落ちてまし

た。

　みんな和気藹々と終始楽しんできました。さ

ぞかし親睦も深まったことでしょう。

　その他、燕支部の活動としましては、毎年恒

例の高所作業車乗車体験ボランティアを行いま

した。老若男女様々の方に体験して頂きました

が、やはりお子様の人数がダントツ多かったで

す。未来を担う子供たちに、少しでも電気工事

業を理解してもらい、憧れを抱いてもらえたな

ら最高です。

　これからも、地域の皆さんや他地区の同業の

方々のお役に立てるような会にしていきたいと

考えております。

燕 支 部 青 年 部

研修旅行と高所作業車乗車体験
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　新潟県電気工事工業組合の皆様、こんにちは

長岡支部青年部です。

　₂年越しの研修旅行事業にて札幌雪まつり　

イルミネーション見学へ行ってまいりました。

札幌雪まつり会場でのイルミネーションを見学

することで、当支部の駅前イルミネーション事

業へ、何か新し

いヒント・きっ

かけ掴めないか

と会場を見学し

てまいりました。

　長岡支部では

長年駅前イルミ

ネーション事業

へ並々ならぬ思

いを込め事業を

継続してまいりました。

　長岡駅前にオオケヤキ１本にLEDを20,000球

ほどつける大事業です。

　今年の取り付け作業中は、ペデストリアン

デッキを歩く子供連れの家族から高所作業車上

の組合員へ手を振られることもしばしば。

　長岡市役所のオーロラビジョンに、取り付け

風景とメッセージを流すという地元への広報・

アピールも実施出来る運びとなりました。

　毎年何か新しいことに挑戦するという目標を

掲げ早くも来年度の素案を議論しております。

駅前のイルミネーションが長岡の冬景色を彩る

₁つの風物詩へとなれるように、市民から親し

みが沸く長岡支部青年部を目指したいと思って

おります。

長岡支部青年部

研修旅行とイルミネーション事業
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開　催　日 会　　　　場

平成28年₂月₄日（木） 新潟ユニゾンプラザ　　　　　　　　　4 階　大研修室

■新潟ユニゾンプラザ　新潟市中央区上所₂－₂－₂　TEL 025－281－5511
■（財）燕三条地場産業振興センター　メッセピア　三条市須頃１－17　TEL 0256－32－2311

平成27年度　第一種電気工事士定期講習会開催（予定）

平成27年度　第一種電気工事士定期講習会開催（決定分）

開　催　日 会　　　　場
平成27年₄月13日（月） 新潟ユニゾンプラザ　　　　　　　　　4 階　大研修室

₆月₅日（金） 新潟ユニゾンプラザ　　　　　　　　　4 階　大研修室

 ₈月₃日（月） 新潟ユニゾンプラザ　　　　　　　　　4 階　大研修室

11月17日（火） 燕三条地場産センターメッセピア　　　5 階　総合研修室
12月22日（火） 新潟ユニゾンプラザ　　　　　　　　　4 階　大研修室

新潟県電気工事工業組合担当による
第一種電気工事士定期講習の開催について

　新潟県電気工事工業組合担当による第一種電気工事士定期講習を下記により開催します。
　新潟県電気工事工業組合が所属する『（一財）電気技術者試験センター』にご登録してい
ただいている方につきましては、受講時期に合わせてご自宅へ「講習申込書」と「会場一覧表」が郵送され
ます。ご登録いただいていない方にはご案内がいきませんので必要な方は当団体に登録をお願いいたします。

【問い合わせ先】　新潟県電気工事工業組合　
〒951－8068　新潟市中央区上大川前通₆－1203　TEL 025－229－1587
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〈第一種電気工事士試験〉
　①　受講申込受付期間
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み  ------- H27年₇月₈日（水）～₇月22日（水）
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- H27年₇月₈日（水）10：00～7月22日（水）17：00
　②　試験実施日：筆記試験 ---------------------------------------- H27年10月₄日（日）
 ：技能試験 ---------------------------------------- H27年12月₆日（日）
　③　受講手数料
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------- 11,300円
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- 10,900円

〈第二種電気工事士試験〉
　①　受験申込受付期間
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ H27年₃月18日（水）～₄月₈日（水）
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- H27年₃月18日（水）10：00～₄月₈日（水）17：00
　　　【上期】試験実施日：筆記試験 ----------------------------- H27年₆月₇日（日）
 ：技能試験 ----------------------------- H27年₇月25日（土）またはH27年₇月26日（日）
　②　受講申込受付期間
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ H27年₆月18日（木）～₇月₁日（水）
　　　インターネットによる申込み ------------------------------- H27年₆月18日（木）10：00～₇月₁日（水）17：00
　　　【下期】試験実施日：筆記試験 ----------------------------- H27年10月₃日（土）
 ：技能試験 ----------------------------- H27年12月₅日（土）
　③　受講手数料
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ 9,600円
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- 9,300円

〈第一種及び第二種電気主任技術者試験〉
　①　受験申込受付期間
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ H27年₅月18日（月）～₆月₃日（水）
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- H27年₅月18日（月）10：00～₆月₃日（水）17：00
　②　試験実施日：一次試験 ---------------------------------------- H27年₉月₅日（土）
 ：二次試験 ---------------------------------------- H27年11月22日（日）
　③　受講手数料
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ 12,800円
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- 12,400円

〈第三種電気主任技術者試験〉
　①　受験申込受付期間
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ H27年₅月18日（月）～₆月₃日（水）
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- H27年₅月18日（月）10：00～₆月₃日（水）17：00
　②　試験実施日 ------------------------------------------------------ H27年₉月₆日（日）
　③　受講手数料　
　　　ゆうちょ銀行（郵便局）払込取扱票による申込み ------ 5,200円
　　　インターネットによる申込み -------------------------------- 4,850円

■問合せ先　一般財団法人電気技術者試験センター
　　　　　　　　　〒104－8584　東京都中央区八丁堀 2 － 9 － 1 　秀和東八重洲ビル 8 階
　　　　　　　　　TEL 03－3552－7691　FAX 03－3552－7847
　　　　　　　　　メール：info@shiken.or.jp
　　　　　　　　　　　　　http://www.shiken.or.jp/

平成27年度　電気技術者試験の実施日程
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組 合 員 の 変 更
平成27年 1 月～平成27年 3 月組合提出分

支 部 事　 務　 所 変更箇所 変　 更　 前 変　 更　 後

新 潟 ㈲ さ く ら 電 気 住　　所 〒950-0151
新潟市江南区
亀田四ツ興野4-3-55

〒950-0130
新潟市江南区砂山2-6-5

㈱ 興 電 社 代 表 者 八 藤 後 　 　 　 肇 本 間 敏 夫

㈲ 瀧 澤 興 業 住　　所 〒950-0014
新潟市東区松﨑2-6-24

〒950-3131
新潟市北区濁川250

Ｔ Ｅ Ｌ 0 2 5 - 2 7 0 - 1 4 1 8 0 2 5 - 2 8 8 - 6 7 8 0

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 - 2 7 0 - 1 0 4 4 0 2 5 - 2 8 2 - 5 5 5 6

六興電気㈱　新潟支店 住　　所 〒951-8165
新潟市中央区関屋金鉢山町53

〒950-0087
新潟市中央区東大通2-4-1
東大通アクシスビル₂Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ 0 2 5 - 2 6 6 - 8 1 5 1 0 2 5 - 2 9 0 - 5 6 5 5

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 - 2 6 6 - 1 4 8 4 0 2 5 - 2 4 7 - 6 3 3 3

新発田 藤 電 気 工 事 代 表 者 佐 藤 　 進 佐 藤 　 敏

㈱ 丸 山 電 業 社 代 表 者 丸 山 久 美 丸 山 正 孝

新 津 ㈱ 八 重 電 業 社
　 五 泉 営 業 所

代 表 者 野 崎 　 剛 五 十 嵐 　 郁 　 男

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 0 - 4 2 - 3 1 6 1 0 2 5 0 - 4 7 - 4 1 0 4

燕 下 越 設 備 代 表 者 石 黒 弘 二 石 黒 弘 憲

長 岡 ト ウ ヨ ウ ㈱ 代 表 者 水 澤 隆 彦 田 中 正 樹

柏 崎 小 川 電 気 代 表 者 小 川 哲 三 小 川 昌 幸

組 合 員 の 異 動
平成27年 1 月～平成27年 3 月理事会承認分

日　 付 支　部

Ｈ26. ₅. 21 脱　　退 上　　越 上原工業㈱

Ｈ26. 12. 31 脱　　退 魚　　沼 貝瀬電設

Ｈ27. ₃. 18 譲　　渡 長　　岡 真栄電機商会（代表者：近藤千枝子）
　　→　真栄電機商会（代表者：佐野　建介）

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 新　　潟 ㈲市島電機工業所

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 新　　潟 江口電気商会

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 新　　潟 菊地電気商会

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 新 発 田 ㈲髙橋電気

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 三　　条 岡村電気工事店

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 上　　越 ㈲飯田電気商会

Ｈ27. ₃. 31 脱　　退 上　　越 長﨑電気商会
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編集発行：新潟県電気工事工業組合
　　　　　〒 951-8068
　　　　　新潟市中央区上大川前通６番町1203番地
　　　　　＜管理部門＞　TEL　025（229）4101
　　　　　＜資材部門＞　TEL　025（229）1586

印　　刷：株式会社　大創
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